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２
 指

定
理
由
の
変
更
内
容
 

指
定
理
由
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
１
：
指
定
理
由
変
更
表
）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

①
景
観
（
同
一
風
景
中
、
我
が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
）

本
公
園
は
、
只
見
川
の
源
流
部
に
あ
た
る
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
の
開
放
的
な
湿
原
及
び

湖
沼
景
観
と
こ
れ
ら
を
と
り
ま
く
燧
ヶ
岳
、
至
仏
山
等
の

2,
00
0ｍ

級
の
山
岳
か
ら
な
る
雄
大

な
盆
地
景
観
、
会
津
駒
ケ
岳
の
稜
線
や
田
代
山
の
山
頂
に
広
が
る
山
地
湿
原
景
観
等
が
特
徴

で
あ
る
。
 

日
本
最
大
の
山
地
湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
（
約

84
9h
a）

を
は
じ
め
と
し
た
大
小
の
湿
地
群

の
中
に
は
、
拠
水
林
や
池
塘
な
ど
に
よ
る
多
様
で
特
徴
的
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

山
岳
部
は
、
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
山
地
帯
の
広
葉
樹
や
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
、
コ
メ

ツ
ガ
等
を
中
心
と
し
た
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
か
ら
な
る
広
大
な
樹
林
に
覆
わ
れ
、
自
然
性
の

高
い
森
林
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
稜
線
や
山
頂
部
な
ど
に
大
小
の
湿
原
、
雪
田
草
原
、
湖
沼

が
点
在
す
る
ほ
か
、
三
条
の
滝
や
平
滑
ノ
滝
等
の
瀑
布
景
観
な
ど
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し

て
い
る
。
 

②
規
模

本
公
園
は
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
及
び
新
潟
県
に
ま
た
が
っ
て
位
置
し
、
区
域
面

積
は
、
37
,2
22
ha

で
あ
る
。
  

③
自
然
性

尾
瀬
沼
は
、
燧
ヶ
岳
の
噴
火
に
よ
り
沼
尻
川
が
堰
き
止
め
ら
れ
て
出
来
た
沼
で
あ
り
、
周
囲

に
は
大
江
湿
原
な
ど
の
湿
原
が
発
達
し
、
沼
か
ら
湿
原
へ
の
遷
移
の
過
程
を
示
し
て
い
る
。
約

84
9h
a
の
規
模
を
有
す
る
尾
瀬
ヶ
原
は
、
日
本
最
大
の
山
地
湿
原
で
あ
り
、
低
層
湿
原
か
ら
高

層
湿
原
ま
で
の
様
々
な
段
階
の
湿
原
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
優
れ
た
原

始
的
景
観
を
有
す
る
と
と
も
に
学
術
的
に
も
極
め
て
貴
重
な
湿
原
地
帯
で
あ
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
数
多
く
の
植
物
の
生
育
地
と
な
っ
て
い
る
。
 

日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
は
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
及
び
新
潟
県
の
県
境
に
位
置

し
、
只
見
川
の
源
流
部
に
あ
た
る
尾
瀬
沼
、
尾
瀬
ヶ
原
の
一
帯
と
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
燧
ヶ

岳
、
至
仏
山
な
ど
の
山
岳
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

尾
瀬
沼
は
燧
ヶ
岳
の
噴
火
に
よ
り
堰
き
止
め
ら
れ
て
出
来
た
沼
で
あ
り
、
周
囲
に
は
大
江

湿
原
な
ど
の
湿
原
が
発
達
し
、
沼
か
ら
湿
原
へ
の
遷
移
の
過
程
を
示
し
て
い
る
。
約

76
0h
a

の
規
模
を
有
す
る
尾
瀬
ヶ
原
は
、
我
が
国
を
代
表
す
る
山
地
湿
原
で
あ
り
、
湿
原
の
中
の
拠

水
林
、
池
塘
な
ど
特
徴
的
な
景
観
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
優
れ
た
原
始
的
景
観
を
有
す

る
と
と
も
に
学
術
的
に
も
極
め
て
貴
重
な
湿
原
地
帯
で
あ
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
数
多
く
の
植
物
の
生
育
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
至
仏
山
は
蛇
紋
岩
山
地
で

あ
り
、
オ
ゼ
ソ
ウ
な
ど
多
く
の
希
少
植
物
を
産
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
 

尾
瀬
地
域
か
ら
北
部
の
会
津
駒
ヶ
岳
及
び
東
部
の
帝
釈
山
、
田
代
山
に
至
る
地
域
に
は
、

山
地
帯
の
ブ
ナ
林
と
亜
高
山
帯
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
林
に
被
わ
れ
た
標
高

2,
00
0ｍ

内
外
の
山
々

が
連
な
り
、
自
然
性
の
高
い
森
林
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
会
津
駒
ヶ
岳
山
頂
か
ら
中
門
岳
及

び
大
戸
沢
岳
に
か
け
て
の
稜
線
に
は
多
数
の
池
塘
を
含
む
山
地
湿
原
が
発
達
し
、
そ
の
周
辺

に
は
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
か
ら
な
る
雪
田
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
。

田
代
山
の
山
頂
部
に
は
約

20
ha

の
湿
原
が
発
達
し
て
お
り
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
自
然
林
に
囲

ま
れ
た
天
上
の
湿
原
と
し
て
特
異
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
景
観
の
連
続
性
、
植
生
等
の
自
然
環
境
の
同
一
性
及
び
利
用
の
一
体

性
を
有
す
る
と
と
も
に
、
一
の
国
立
公
園
た
り
得
る
規
模
を
有
し
て
い
る
。
一
方
、
隣
接
す

る
日
光
国
立
公
園
日
光
地
域
と
は
、
地
形
、
植
生
、
景
観
の
面
及
び
利
用
状
況
の
面
か
ら
異

な
る
性
格
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

こ
の
た
め
、
当
該
地
域
を
新
た
に
一
つ
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
し
、
当
該
地
域
の
風
致

景
観
の
維
持
と
適
正
な
利
用
の
推
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
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本
公
園
の
西
部
に
位
置
す
る
至
仏
山
は
、
蛇
紋
岩
山
地
で
あ
り
、
特
異
な
地
質
に
よ
り
オ

ゼ
ソ
ウ
な
ど
多
く
の
希
少
植
物
を
産
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
北
部
の
会
津
駒
ヶ
岳
及

び
東
部
の
帝
釈
山
、
田
代
山
に
至
る
地
域
に
は
、
山
地
帯
の
ブ
ナ
林
と
亜
高
山
帯
の
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
林
に
被
わ
れ
た
標
高

2,
00
0ｍ

内
外
の
山
々
が
連
な
り
、
自
然
度
の
高
い
樹
林
が
残
さ

れ
て
い
る
。
 

会
津
駒
ヶ
岳
山
頂
か
ら
中
門
岳
及
び
大
戸
沢
岳
に
か
け
て
の
稜
線
に
は
、
多
数
の
池
塘
を

含
む
山
地
湿
原
が
発
達
し
、
そ
の
周
辺
に
は
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
か

ら
な
る
雪
田
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
田
代
山
の
山
頂
部
に
は
約

20
ha

の
湿
原
が
発
達
し
て

お
り
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
天
上
の
湿
原
と
し
て
特
異
な
景
観
を
呈
し
て

い
る
。
 

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
豊
富
な
水
資
源
か
ら
、
水
力
発
電
計
画
や
分
水
計
画
、
ま
た
、
道
路

の
開
発
計
画
等
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
反
対
す
る
自
然
保
護
運
動
も
大
正
時
代
よ
り
始

ま
っ
て
お
り
、「

日
本
の
自
然
保
護
運
動
発
祥
の
地
」
と
も
呼
ば
れ
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
、

マ
イ
カ
ー
規
制
、
排
水
対
策
等
の
自
然
環
境
保
全
活
動
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

④
利
用
 

壮
大
な
湿
原
景
観
や
そ
こ
に
生
育
す
る
湿
原
植
生
、
高
山
植
物
等
を
目
的
と
し
た
自
然
探

勝
や
登
山
を
中
心
に
、
春
か
ら
秋
（
5
月
～
11

月
）
に
か
け
約

26
万
人
（
令
和
元
年
度
）
の

利
用
者
が
訪
れ
る
。
尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
は
自
然
探
勝
が
利
用
の
中
心
で
あ
り
、
安
全
か

つ
手
軽
に
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
百
名

山
で
あ
る
至
仏
山
や
燧
ヶ
岳
、
会
津
駒
ケ
岳
な
ど
の
登
山
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。
 

以
上
に
よ
り
、
国
立
公
園
及
び
国
定
公
園
の
候
補
地
の
選
定
及
び
指
定
要
領
に
記
載
さ
れ

る
要
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
本
地
域
を
国
立
公
園
に
指
定
す
る
。
 

ま
た
、
本
国
立
公
園
の
テ
ー
マ
を
『
名
峰
に
囲
ま
れ
花
咲
き
乱
れ
る
日
本
最
大
の
山
岳
湿

地
～
日
本
の
自
然
保
護
運
動
発
祥
の
地
』
と
し
、
日
本
最
大
の
山
地
湿
原
を
含
む
多
様
な
湿

地
景
観
並
び
に
自
然
性
の
高
い
山
岳
及
び
森
林
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
立
公
園
と

し
て
、
風
致
景
観
の
保
護
と
適
切
な
利
用
を
推
進
す
る
。
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３
 地

域
の
概
要
の
変
更
内
容
 

地
域
の
概
要
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
２
：
地
域
概
要
変
更
表
）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

(1
)
景
観
の
特
性

ア
地
形
、
地
質

我
が
国
を
代
表
す
る
典
型
的
な
山
地
湿
原
で
あ
り
、
本
州
最
大
の
面
積
を
有
す
る
尾
瀬
ヶ

原
（
84
9h
a）

と
、
火
山
堰
止
湖
で
あ
る
尾
瀬
沼
（
18
0h
a）

を
中
心
に
、
大
江
湿
原
、
ア
ヤ

メ
平
等
の
成
因
及
び
規
模
の
異
な
る
湿
原
を
、
燧
ヶ
岳
（
2,
35
6ｍ

）
や
至
仏
山
（
2,
22
8ｍ

）

等
の

2,
00
0ｍ

級
の
山
々
が
取
り
囲
み
、
盆
地
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
尾
瀬
沼
及

び
尾
瀬
ヶ
原
一
帯
を
源
と
し
た
只
見
川
は
、
平
滑
ノ
滝
、
三
条
ノ
滝
等
の
瀑
布
景
観
を
形
成

し
て
い
る
。
 

北
部
に
は
、
雪
田
草
原
、
湿
原
を
有
す
る
会
津
駒
ヶ
岳
（
2,
13
3ｍ

）、
東
部
に
は
黒
岩
山

（
2,
16
3ｍ

）、
帝
釈
山
（
2,
06
0ｍ

）、
山
頂
に
台
地
状
の
湿
原
を
有
す
る
田
代
山
（
1,
92
7ｍ

）

の
山
稜
が
連
続
し
て
お
り
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
及
び
多
様
な
地
質
を
呈
し
て
い
る
。
 

田
代
山
～
帝
釈
山
～
台
倉
高
山
～
三
平
峠
～
富
士
見
峠
～
鳩
待
峠
～
至
仏
山
を
結
ぶ
稜
線

は
、
日
本
海
と
太
平
洋
と
の
水
系
の
境
界
線
で
「
中
央
分
水
嶺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

イ
植
生

本
公
園
に
は
、
海
抜
約

1,
00
0ｍ

か
ら

2,
35
6ｍ

ま
で
の
間
に
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
山
地

帯
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
が
生
育
す
る
亜
高
山
帯
及
び
ハ
イ
マ
ツ
の

生
育
す
る
高
山
帯
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
地
形
や
気
候
等
の
影
響
に
よ
る
湿
原
植
生
、
拠
水
林
、

お
花
畑
等
が
見
ら
れ
る
。
 

本
公
園
は
北
方
系
（
主
に
氷
河
期
の
遺
存
種
）
と
南
方
系
（
氷
河
期
以
降
に
南
方
か
ら
侵

入
し
た
種
）、

太
平
洋
型
（
降
雪
等
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
い
植
生
が
成
立
す
る
エ
リ
ア
）

と
日
本
海
型
（
降
雪
等
の
影
響
を
受
け
た
植
生
が
成
立
す
る
エ
リ
ア
）
の
接
点
に
あ
た
り
、

シ
ダ
植
物
以
上
の
高
等
植
物
に
あ
っ
て
は
、
国
内
で
確
認
さ
れ
た
種
の
１
割
強
に
あ
た
る

11
6
科

93
8
種
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な
植
物
相
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

(1
)
景
観
の
特
性

ア
地
形
、
地
質

我
が
国
を
代
表
す
る
典
型
的
な
山
地
湿
原
で
あ
り
か
つ
本
州
最
大
の
面
積
（
76
0h
a）

を

有
す
る
尾
瀬
ヶ
原
と
、
火
山
堰
止
湖
で
あ
る
尾
瀬
沼
（
18
0h
a）

を
中
心
に
、
大
江
湿
原
、

ア
ヤ
メ
平
等
の
成
因
及
び
規
模
の
異
な
る
湿
原
を
、
燧
ヶ
岳
（
2,
35
6ｍ

）
や
至
仏
山

（
2,
22
8ｍ

）
等
、
2,
00
0ｍ

級
の
山
々
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
ま
た
、
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬

ヶ
原
一
帯
を
源
と
し
た
只
見
川
は
、
平
滑
の
滝
、
三
条
の
滝
等
の
瀑
布
景
観
を
形
成
し
て

い
る
。
 

北
部
に
は
会
津
駒
ヶ
岳
（
2,
13
3ｍ

）、
東
部
に
は
黒
岩
山
（
2,
16
3ｍ

）、
帝
釈
山

（
2,
06
0ｍ

）、
田
代
山
（
1,
97
1ｍ

）
等
、
そ
れ
ぞ
れ

2,
00
0ｍ

級
の
山
稜
が
連
続
し
て
い

る
。
 

イ
植
 
生

本
地
域
の
う
ち
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
に
は
、
海
抜
約

1,
00
0ｍ

か
ら

2,
36
0ｍ

ま

で
の
間
に
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
山
地
帯
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
が

生
育
す
る
亜
高
山
帯
及
び
ハ
イ
マ
ツ
の
生
育
す
る
高
山
帯
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
地
形
や
気

候
等
の
影
響
に
よ
る
湿
原
植
生
、
拠
水
林
、
お
花
畑
等
が
見
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
そ
の
北
部
の
会
津
駒
ヶ
岳
周
辺
、
東
部
の
黒
岩
山
、
帝
釈
山
、
田
代
山
周
辺
に

は
、
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
山
地
帯
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
主
体
と
す
る
亜
高
山
帯
、
山
頂
部

の
湿
原
植
生
等
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
と
共
通
性
の
高
い
植
生
が
見
ら
れ
る
。
 

本
地
域
は
、
北
方
系
／
南
方
系
、
太
平
洋
型
／
日
本
海
型
の
接
点
に
あ
た
り
、
シ
ダ
植

物
以
上
の
高
等
植
物
に
あ
っ
て
は
、
国
内
確
認
種
の
１
割
強
に
あ
た
る

11
6
科

93
8
種
が

確
認
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
様
な
植
物
相
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
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変
更

後
 

変
更

前
 

ま
た
、
固
有
種
等
も
多
く
、「

原
産
植
物
」（

尾
瀬
で
初
め
て
見
つ
け
ら
れ
た
植
物
）
が

19

科
42

種
、「

特
産
種
」（

尾
瀬
周
辺
で
し
か
見
ら
れ
な
い
植
物
）
が

10
科

19
種
生
育
し
て
い

る
。
 

ウ
野
生
動
物

本
公
園
は
、
豊
か
で
、
か
つ
原
生
的
な
森
林
生
態
系
及
び
湿
原
植
生
を
有
す
る
と
と
も
に
、

北
方
系
と
南
方
系
、
太
平
洋
型
と
日
本
海
型
の
接
点
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
植
物
同
様
、

多
様
な
動
物
相
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
カ
モ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
大

型
哺
乳
類
や
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
等
の
中
型
哺
乳
類
が
見
ら
れ
る
。
 

エ
人
文
そ
の
他
の
特
殊
景
観

檜
枝
岐
村
と
片
品
村
戸
倉
は
、
尾
瀬
を
挟
ん
で
会
津
と
上
州
を
結
ぶ
会
津
沼
田
街
道
の
途

中
に
位
置
し
、
戸
倉
に
は
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
街
道
を
利
用
し
て
、
昔
か
ら
旅

人
の
往
還
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
米
や
酒
な
ど
の
物
資
の
交
易
も
あ
っ
た
。
 

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
豊
富
な
水
資
源
か
ら
、
水
力
発
電
計
画
や
分
水
計
画
、
ま
た
、
道

路
の
開
発
計
画
等
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
反
対
す
る
自
然
保
護
運
動
も
大
正
時
代
よ

り
始
ま
っ
て
お
り
、「

日
本
の
自
然
保
護
運
動
発
祥
の
地
」
と
も
呼
ば
れ
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り

運
動
、
マ
イ
カ
ー
規
制
、
排
水
対
策
等
の
自
然
環
境
保
全
活
動
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
 

(2
)
利
用
の
現
況

本
地
域
の
利
用
は
、
登
山
、
軽
登
山
又
は
自
然
探
勝
を
目
的
と
す
る
利
用
が
中
心
で
あ
る
。
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
は
自
然
探
勝
が
利
用
の
中
心
で
あ
り
、
安
全
か
つ
手
軽
に
豊
か
な
自

然
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
及
び
施
設
の
良
さ
か
ら
、
ツ
ア

ー
も
含
め
、
幅
広
い
年
代
に
利
用
さ
れ
、
近
年
で
は
日
帰
り
利
用
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
 

一
般
の
利
用
は
開
山
期
で
あ
る
５
月
中
旬
か
ら

10
月
下
旬
ま
で
の
三
季
型
に
な
っ
て
お
り
、

な
か
で
も
春
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
夏
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
秋
の
草
紅
葉
や
紅
葉
時
期
に
入
込

が
集
中
し
て
い
る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
も
盛
ん

ま
た
、
固
有
種
等
も
多
様
で
あ
り
、「

原
産
植
物
」（

尾
瀬
で
初
め
て
見
つ
け
ら
れ
た
植

物
）
が

19
科

42
種
類
、「

特
産
種
」（

尾
瀬
で
し
か
見
ら
れ
な
い
植
物
）
が

10
科

19
種

類
が
生
育
し
て
い
る
。
 

ウ
野
生
動
物

本
地
域
は
、
北
方
系
／
南
方
系
、
太
平
洋
型
／
日
本
海
型
の
接
点
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
植
物
同
様
、
多
様
な
動
物
相
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
カ
モ
シ
カ
等

の
大
型
哺
乳
類
が
見
ら
れ
る
。
 

エ
人
文
そ
の
他
の
特
殊
景
観

檜
枝
岐
村
と
片
品
村
戸
倉
地
区
は
、
尾
瀬
を
挟
み
会
津
街
道
（
沼
田
～
会
津
若
松
）
の

途
中
に
位
置
し
、
戸
倉
に
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
街
道
を
利
用
し
て
、
昔
か
ら

旅
人
の
往
還
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
米
や
酒
な
ど
の
物
資
の
交
易
も
あ
っ
た
。
 

(2
)
利
用
の
現
況

本
地
域
の
利
用
は
、
自
然
探
勝
、
登
山
及
び
ハ
イ
キ
ン
グ
を
目
的
と
す
る
も
の
が
中
心
で

あ
る
。
一
般
の
利
用
は
５
月
中
旬
か
ら

10
月
下
旬
ま
で
の
ほ
ぼ
完
全
な
三
季
型
に
な
っ
て
お

り
、
な
か
で
も
春
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
季
節
、
旧
盆
を
中
心
に
し
た
夏
休
み
期
間
及
び
紅
葉

の
季
節
へ
の
集
中
が
著
し
い
。
 

日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
年
間
利
用
者
数
は
、
平
成
２
～
７
年
度
ま
で

50
万
人
台
前
半

で
推
移
、
平
成
８
年
度
に
は
過
去
最
大
の

64
万
人
を
記
録
し
た
が
、
そ
の
後
減
少
が
続
き
、

近
年
で
は

30
万
人
台
前
半
で
推
移
し
て
い
る
。
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変
更

後
 

変
更

前
 

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
に
よ
る
小
中
学
校
を
対
象
と
し
た
環
境
学
習
の
事
業
や
民
間

に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
催
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
至
仏
山
な
ど
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
中
に
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
 や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
利
用
も
見
ら
れ
る
。
 

本
公
園
の
開
山
期
の
利
用
者
数
は
、
平
成
２
～
７
年
度
ま
で

50
万
人
台
前
半
で
推
移
し
、

平
成

8
年
度
に
は
過
去
最
多
の

64
万
人
を
記
録
し
た
が
、
そ
の
後
減
少
が
続
き
、
近
年
で
は

20
万
人
台
後
半
で
推
移
し
て
い
る
。
 

至
仏
山
、
燧
ヶ
岳
、
会
津
駒
ヶ
岳
、
田
代
山
及
び
帝
釈
山
は
、
中
高
年
を
中
心
と
し
た
多
く

の
登
山
者
に
親
し
ま
れ
、
令
和
元
年
度
の
開
山
期
は
至
仏
山
に
は
約

8,
20
0
人
、
会
津
駒
ヶ
岳

に
は
約

9,
50
0
人
、
田
代
山
及
び
帝
釈
山
に
は
約

4,
10
0
人
の
利
用
が
あ
る
。
 

(3
)
社
会
経
済
的
背
景

ア
土
地
所
有
別

国
有
地

20
,4
19
 h
a、

 
公
有
地
 

 2
00
 h
a、

 
民
有
地
 

16
,6
03
 h
a 

イ
人
口
及
び
産
業

本
地
域
に
係
る
市
町
村
の
人
口
は
、
福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
：
61
5
人
、
同
県
南
会

津
郡
南
会
津
町
：
16
,2
64

人
、
栃
木
県
日
光
市
：
83
,3
86

人
、
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
：

4,
39
0
人
、
新
潟
県
魚
沼
市
：
37
,3
52

人
（
い
ず
れ
も
平
成

27
年
国
勢
調
査
値
）
で
あ
る

が
、
公
園
区
域
内
に
定
住
者
は
い
な
い
。
 

産
業
の
基
盤
は
農
林
業
で
あ
る
が
、
観
光
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
 

ウ
権
利
制
限
関
係

尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
周
辺
へ
の
主
な
入
山
口
は
６
カ
所
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
尾
瀬
ヶ
原
へ

の
入
山
口
で
あ
る
鳩
待
峠
か
ら
の
入
山
者
数
が
全
入
山
者
数
の
５
割
強
、
尾
瀬
沼
へ
の
入
山

口
で
あ
る
沼
山
峠
か
ら
の
入
山
者
数
が
３
割
弱
と
な
っ
て
お
り
、
尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬
沼
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
両
入
山
口
か
ら
の
利
用
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
 

(3
)
社
会
経
済
的
背
景

ア
土
地
所
有
別

国
有
地
 

20
,3
12
 h
a、

 
公
有
地
 

 1
84
 h
a、

 
民
有
地
 

16
,7
04
 h
a 

イ
人
口
及
び
産
業

本
地
域
に
係
る
市
村
の
人
口
は
、
福
島
県
南
会
津
町
（
う
ち
旧
舘
岩
村
）：

2,
21
9
人
、

同
県
檜
枝
岐
村
：
70
5
人
、
栃
木
県
日
光
市
（
う
ち
旧
栗
山
村
）：

1,
93
3
人
、
群
馬
県
片

品
村
：
5,
48
0
人
、
新
潟
県
魚
沼
市
：
43
,5
54

人
（
い
ず
れ
も
平
成

17
年
国
勢
調
査
値
）

で
あ
る
が
、
公
園
区
域
内
の
定
住
人
口
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
 

産
業
の
基
盤
は
農
林
業
で
あ
る
が
、
観
光
依
存
度
が
高
い
。
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変
更

後
 

変
更

前
 

(ア
)
保
安
林

（
国
有
林
）
 

種
 

類
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

指
定
年
月
日
 

水
源
か
ん
養
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

14
,4
12
 h
a 
昭

37
･ 
3･
15
 

昭
46
･ 
3･
29
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

71
2 
ha
 昭

46
･ 
3･
29
 

栃
木
県
日
光
市
地
内
 

1,
13
7 
ha
 昭

31
･1
2･
18
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

1,
26
6 
ha
 昭

37
･ 
5･
22
 

新
潟
県
魚
沼
市
地
内
 

1,
15
5 
ha
 昭

36
･1
2･
13
 

土
砂
流
出
防
備
 
福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

1,
11
2 
ha
 昭

37
･ 
3･
15
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

33
4 
ha
 昭

37
･ 
3･
15
 

（
民
有
林
）
 

種
 

類
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

指
定
年
月
日
 

水
源
か
ん
養
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

6 
ha
 平

13
･ 
6･
21
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

31
2 
ha
 昭

34
･ 
3･
23
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

10
,1
24
 h
a 
明

39
･ 
9･
14
 

昭
27
･ 
5･
28
 

昭
30
･ 
2･
14
 

昭
32
･ 
8･
27
 

昭
43
･ 
3･
30
 

昭
45
･ 
5･
 6
 

昭
46
･ 
1･
 9
 

な
だ
れ
防
止
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

6 
ha
 昭

48
･ 
8･
14
 

保
健
（
兼
種
）
 
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

5,
65
8 
ha
 昭

58
･1
1･
18
 

(イ
)
鳥
獣
保
護
区

ウ
権
利
制
限
関
係

(ア
)
保
安
林

（
国
有
林
）
 

種
 

類
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

指
定
年
月
日
 

水
源
か
ん
養
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

71
2 
ha
 昭

46
･ 
3･
29
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

14
,4
14
 h
a 
昭

37
･ 
3･
15
 

昭
46
･ 
3･
29
 

栃
木
県
日
光
市
地
内
 

1,
14
1 
ha
 昭

31
･1
2･
18
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

1,
26
6 
ha
 昭

37
･ 
5･
22
 

新
潟
県
魚
沼
市
地
内
 

1,
15
5 
ha
 昭

36
･1
2･
13
 

土
砂
流
出
防
備
 
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

33
4 
ha
 昭

37
･ 
3･
15
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

1,
11
2 
ha
 昭

37
･ 
3･
15
 

（
民
有
林
）
 

種
 

類
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

指
定
年
月
日
 

水
源
か
ん
養
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
地
内
 

31
2 
ha
 昭

34
･ 
3･
23
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

5 
ha
 平

13
･ 
6･
21
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

10
,1
24
 h
a 
明

39
･ 
9･
14
 

昭
27
･ 
5･
28
 

昭
30
･ 
2･
14
 

昭
32
･ 
8･
27
 

昭
43
･ 
3･
30
 

昭
45
･ 
5･
 6
 

昭
46
･ 
1･
 9
 

な
だ
れ
防
止
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
地
内
 

6 
ha
 

昭
48
･ 
8･
14
 

保
健
（
兼
種
）
 群

馬
県
利
根
郡
片
品
村
地
内
 

5,
65
8 
ha
 昭

58
･1
1･
18
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変
更

後
 

変
更

前
 

名
 

称
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

（
う
ち
特
別
保
護
地
区
）
 
指
定
年
月
日
 

奥
只
見
（
県
指
定
）
 福

島
県
南
会
津
郡
 

檜
枝
岐
村
地
内
 

 3
,0
54
ha
 

 （
0 
ha
） 

平
9･
11
･ 
1 

田
代
山
（
県
指
定
）
 福

島
県
南
会
津
郡
 

南
会
津
町
地
内
 

48
7 
ha
 

(3
5 
ha
) 

昭
48
･1
1･
 1
 

駒
ヶ
岳
（
県
指
定
）
 福

島
県
南
会
津
郡
 

檜
枝
岐
村
地
内
 

36
7 
ha
 

(1
37
 h
a)
 昭

47
･1
1･
 1
 

尾
瀬
（
県
指
定
）
 

福
島
県
南
会
津
郡
 

檜
枝
岐
村
地
内
 

6,
37
8 
ha
 

(2
,2
00
 h
a)
 昭

56
･1
1･
 1
 

尾
瀬
（
県
指
定
）
 

群
馬
県
利
根
郡
 

片
品
村
内
 

10
,5
90
 h
a 

(0
 h
a)
 昭

56
･1
1･
14
 

尾
瀬
（
県
指
定
）
 

新
潟
県
魚
沼
市
地
内
 

1,
15
6h
a 

(3
22
ha
) 

昭
48
･1
1･
 1
 

(ウ
)
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

名
 

称
 

位
 

置
 

指
定
年
月
日
 

尾
 
瀬
 

（
国
指
定
・
特
別
天
然
記
念
物
） 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
、
群
馬
県

利
根
郡
片
品
村
、
新
潟
県
魚
沼
市
の
各

地
内
 

昭
35
･ 
6･
 1
 

(エ
)そ

の
他
 

（
保
護
林
等
）
 

種
類
 

名
称
 

発
効
年
月
日
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

利
根
川
源
流
部
・
燧
ヶ
岳
周
辺
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

平
2・

4・
1 

奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

平
19
・
4・

1 

緑
の
回
廊
 

緑
の
回
廊
日
光
線
 

平
13
・
4・

1 

会
津
山
地
緑
の
回
廊
 

平
19
・
4・

1 

(イ
)
鳥
獣
保
護
区

名
 

称
 

位
 

置
 

重
複
面
積
 

（
う
ち
特
別
保
護
地
区
）
 
指
定
年
月
日
 

田
代
山
（
県
指
定
）
 
福

島
県

南
会

津
郡

南

会
津
町
地
内
 

48
7 
ha
 

(3
5 
ha
) 

昭
48
･1
1･
 1
 

奥
只
見
（
県
指
定
）
 
福

島
県

南
会

津
郡

檜

枝
岐
村
地
内
 

3,
05
4 
ha
 

(0
 h
a)
 平

 9
･1
1･
 1
 

駒
ヶ
岳
（
県
指
定
）
 
福

島
県

南
会

津
郡

檜

枝
岐
村
地
内
 

36
7 
ha
 

(1
37
 h
a)
 

昭
47
･1
1･
 1
 

尾
 
瀬
（
県
指
定
）
 
福

島
県

南
会

津
郡

檜

枝
岐
村
地
内
 

6,
37
8 
ha
 

(2
,2
00
 h
a)
 

昭
56
･1
1･
 1
 

尾
 
瀬
（
県
指
定
）
 
群

馬
県

利
根

郡
片

品

村
内
 

10
,5
90
 h
a 

(0
 h
a)
 

昭
56
･1
1･
14
 

湯
之
谷
村
奥
只
見
湖
 

（
県
指
定
）
 

新
潟
県
魚
沼
市
地
内
 

1,
15
6 
ha
 

(3
22
 h
a)
 

昭
48
･1
1･
 1
 

(ウ
)
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

名
 

称
 

位
 

置
 

指
定
年
月
日
 

尾
 
瀬
 

（
国
指
定
・
特
別
天
然
記
念
物
）  

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
、
群
馬
県

利
根
郡
片
品
村
、
新
潟
県
北
魚
沼
郡
湯

之
谷
村
（
現
魚
沼
市
）
の
各
地
内
 

昭
35
･ 
6･
 1
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第２ 公園計画の変更 

１ 変更理由 

今回の第一次点検においては、以下のとおり変更を行うものとする。 

保護規制計画について、現行のとおりとする。ただし、地種区分の境界線の一部につ

いて、明確化のため凡例の修正を行うとともに、地域地区ごとの面積内訳について、最

新の情報に基づき精査を行う。また、関連事項である「汚水又は排水の排出規制区域」

について、面積等の形式的な修正を行う。 

利用施設計画については、現状の利用実態及び今後の整備予定を踏まえ、単独施設及

び歩道について、必要な変更又は削除を行う。また、既存の集団施設地区について、今

後の利用方針を踏まえ、計画目標及び整備方針を変更する。 
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２
 基

本
方
針
の
変
更
内
容
 

基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
３
：
基
本
方
針
変
更
表
）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

１
 
基
本
方
針
 

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
の
開
放
的
な
湿
原
及
び
湖
沼
景
観
と
こ
れ
ら
を

と
り
ま
く
燧
ヶ
岳
、
至
仏
山
等
の

2,
00
0ｍ

級
の
山
岳
か
ら
な
る
雄
大
な
盆
地
景
観
、
会
津
駒

ケ
岳
の
稜
線
や
田
代
山
の
山
頂
に
広
が
る
山
地
湿
原
景
観
が
広
が
り
、
我
が
国
を
代
表
す
る
傑

出
し
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
る
。
 

本
公
園
の
利
用
は
、
壮
大
な
湿
原
景
観
や
そ
こ
に
生
育
す
る
湿
原
植
生
、
高
山
植
物
等
を
目

的
と
し
た
自
然
探
勝
や
登
山
が
主
で
あ
る
。
尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
は
自
然
探
勝
が
利
用
の
中

心
で
あ
り
、
多
様
な
層
の
入
山
者
が
、
安
全
か
つ
手
軽
に
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
と

し
て
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
百
名
山
で
あ
る
至
仏
山
や
燧
ヶ
岳
、
会
津
駒
ケ
岳
な
ど
の

登
山
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。
近
年
で
は
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
環
境
学
習
事
業
や
民
間
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
催
が
見
ら
れ
る
。
 

こ
の
た
め
、
本
公
園
が
有
す
る
自
然
的
、
文
化
的
資
源
の
現
況
を
踏
ま
え
、
世
界
に
誇
る
風

致
景
観
を
保
護
し
、
そ
の
適
切
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
方
針
に
よ
り
公
園
計
画
を

定
め
る
。
 

（
１
）
規
制
計
画
 

１
）
保
護
規
制
計
画
 

ア
特
別
地
域

（
ア
）
特
別
保
護
地
区
 

・
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
を
中
心
と
す
る
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
以
来
の
特
別
保
護
地
区

は
、
引
き
続
き
特
別
保
護
地
区
と
し
て
厳
正
な
保
護
を
図
る
。
 

・
燧
ヶ
岳
の
北
面
に
点
在
す
る
湿
原
と
周
囲
の
自
然
林
は
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て
厳
正
な

保
護
を
図
る
。
 

・
会
津
駒
ヶ
岳
及
び
田
代
山
の
山
頂
部
等
の
湿
原
、
雪
田
群
落
、
袖
沢
上
流
部
の
多
様
性
に

富
む
森
林
植
生
等
、
特
徴
的
な
景
観
を
構
成
し
て
い
る
地
域
は
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て

１
 
基
本
方
針

日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
は
、
昭
和
９
年
に
日
光
国
立
公
園
の
一
部
と
し
て
指
定
さ
れ
て

以
降
、
昭
和

13
年
に
特
別
地
域
の
指
定
、
昭
和

28
年
に
特
別
保
護
地
区
の
指
定
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
全
面
的
な
計
画
の
見
直
し
は
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

一
方
、
近
年
の
国
民
の
自
然
環
境
保
全
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

に
呼
応
し
て
、
国
立
公
園
に
あ
っ
て
も
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
、
よ
り
幅
広
く
、
ま
た
よ

り
き
め
細
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
、
本
公
園
が
保
有
す
る
自
然
的
、
文
化
的
資
源
の
現
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ

の
保
全
と
適
切
な
利
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、
以
下
の
方
針
に
よ
り
公
園
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
係
る
公
園

計
画
に
つ
い
て
も
、
全
面
的
な
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

２
 
規
制
計
画
 

（
１
）
保
護
規
制
計
画
 

ア
特
別
地
域

（
ア
）
特
別
保
護
地
区
 

・
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
を
中
心
と
す
る
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
特
別
保
護
地
区
は
、

現
状
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
と
し
て
厳
正
な
保
護
を
図
る
。

・
燧
ヶ
岳
の
北
面
に
点
在
す
る
湿
原
と
周
囲
の
自
然
林
は
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て
厳
正
な

保
護
を
図
る
。
 

・
会
津
駒
ヶ
岳
及
び
田
代
山
の
山
頂
部
等
の
湿
原
、
雪
田
群
落
、
袖
沢
上
流
部
の
多
様
性
に

富
む
森
林
植
生
等
、
特
徴
的
な
景
観
を
構
成
し
て
い
る
地
域
は
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て
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厳
正
な
保
護
を
図
る
。
 

（
イ
）
第
１
種
特
別
地
域
 

・
特
別
保
護
地
区
周
辺
に
あ
っ
て
、
特
別
保
護
地
区
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
構
成
し
て
い

る
優
れ
た
原
生
的
森
林
や
稜
線
部
等
の
地
域
は
、
第
１
種
特
別
地
域
と
す
る
。
 

（
ウ
）
第
２
種
特
別
地
域
 

・
利
用
上
重
要
な
車
道
沿
線
及
び
主
要
な
利
用
地
点
の
周
囲
、
並
び
に
良
好
な
状
態
で
維
持

さ
れ
た
自
然
林
は
、
第
２
種
特
別
地
域
と
す
る
。
 

（
エ
）
第
３
種
特
別
地
域
 

・
人
工
林
を
主
体
と
し
た
地
域
は
、
第
３
種
特
別
地
域
と
す
る
。

（
オ
）
関
連
事
項
 

・
当
該
地
域
の
景
観
の
核
心
を
な
す
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
を
厳
正
に
保
護
す
る
た
め
、
汚

水
又
は
排
水
の
排
出
規
制
区
域
と
す
る
。
 

・
当
該
地
域
の
希
少
な
高
山
植
物
や
固
有
植
物
種
を
保
護
す
る
た
め
、
採
取
等
規
制
植
物
を

定
め
る
。
 

（
２
）
事
業
計
画
 

１
）
施
設
計
画
 

ア
保
護
施
設
計
画

・
過
去
の
過
度
な
利
用
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
湿
原
・

高
山
植
生
等
の
損
傷
箇
所
に
つ
い
て
は
、
植
生
復
元
施
設
を
位
置
づ
け
、
適
切
な
保
護
と

復
元
を
図
る
。

イ
利
用
施
設
計
画

(ア
)
集
団
施
設
地
区

・
御
池
は
、
尾
瀬
沼
や
尾
瀬
ヶ
原
へ
の
入
山
拠
点
で
あ
り
、
既
に
宿
舎
等
の
利
用
施
設
が
集

約
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
規
制
の
基
点
と
な
っ
て
お
り
、
適
正
な
利

用
を
図
る
上
で
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
集
団
施
設

地
区
と
し
て
維
持
し
、
適
切
な
整
備
方
針
を
定
め
る
。

・
尾
瀬
沼
は
、
主
に
沼
山
峠
及
び
大
清
水
か
ら
の
入
山
者
に
と
っ
て
重
要
な
経
由
地
及
び
利

用
拠
点
で
あ
り
、
各
種
の
利
用
施
設
が
必
要
な
た
め
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
維
持
し
、

適
切
な
整
備
方
針
を
定
め
る
。
 

厳
正
な
保
護
を
図
る
。
 

（
イ
）
第
１
種
特
別
地
域
 

・
特
別
保
護
地
区
周
辺
に
あ
っ
て
、
特
別
保
護
地
区
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
構
成
し
て
い

る
優
れ
た
原
生
的
森
林
や
稜
線
部
等
の
地
域
は
、
第
１
種
特
別
地
域
と
す
る
。
 

（
ウ
）

第
２
種
特
別
地
域

・
利
用
上
重
要
な
車
道
沿
線
や
主
要
な
利
用
地
点
の
周
囲
、
並
び
に
良
好
な
状
態
で
維
持
さ

れ
た
自
然
林
は
、
第
２
種
特
別
地
域
と
す
る
。
 

（
エ
）
第
３
種
特
別
地
域
 

・
人
工
林
を
主
体
と
し
た
地
域
は
、
第
３
種
特
別
地
域
と
す
る
。

（
オ
）

指
定
湖
沼
等

・
当
該
地
域
の
景
観
の
核
心
を
な
す
尾
瀬
沼
及
び
尾
瀬
ヶ
原
を
厳
正
に
保
護
す
る
た
め
、
指

定
湖
沼
及
び
指
定
湿
原
と
す
る
。
 

（
２
）
施
設
計
画
 

ア
保
護
施
設
計
画

・
過
去
の
過
度
な
利
用
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
湿
原
・

高
山
植
生
等
の
損
傷
箇
所
に
つ
い
て
は
、
植
生
復
元
施
設
を
位
置
づ
け
、
適
切
な
保
護
と

復
元
を
図
る
。

イ
利
用
施
設
計
画

(ア
)
集
団
施
設
地
区

・
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
公
園
計
画
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
集
団
施
設
地
区
は
、
計
画

決
定
以
降
見
直
し
等
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
管
理
に
支
障
を
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
の
実
態
や
必
要
性
等
の
観
点
か
ら
、
指
定
の
解
除
、
区
域
の
明
確
化
等
を
行
う
。
 

・
御
池
は
、
尾
瀬
沼
や
尾
瀬
ヶ
原
へ
の
入
山
拠
点
で
あ
り
、
既
に
宿
舎
等
の
利
用
施
設
が
集

約
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
規
制
の
基
点
と
な
っ
て
お
り
、
適
正
な
利

用
を
図
る
上
で
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
集
団
施
設

地
区
と
し
て
維
持
し
、
適
切
な
整
備
方
針
を
定
め
る
。
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・
山
ノ
鼻
は
、
主
に
鳩
待
峠
か
ら
の
入
山
者
に
と
っ
て
重
要
な
経
由
地
及
び
利
用
拠
点
で
あ

り
、
各
種
の
利
用
施
設
が
必
要
な
た
め
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
維
持
し
、
適
切
な
整
備

方
針
を
定
め
る
。
 

(イ
)
車
道

・
入
山
口
等
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
現
存
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
車
道
を
位
置
づ
け
る
。 

(ウ
)
歩
道

・
登
山
道
や
散
策
路
と
し
て
現
存
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
歩
道
を
位
置
づ
け
る
。

(エ
)
単
独
施
設

・
利
用
実
態
か
ら
見
て
必
要
で
あ
る
施
設
又
は
現
存
し
公
園
利
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
、
事
業
実
施
の
可
能
性
や
整
備
に
よ
る
風
致
景
観
の
保
護
上
の
支
障
が
な
い
こ

と
を
確
認
の
上
で
ふ
さ
わ
し
い
種
別
の
計
画
を
位
置
づ
け
る
。
 

２
）

生
態
系
維
持
回
復
計
画

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
増
加
や
生
息
域
拡
大
と
と
も
に
、
湿
原
植
生
の
攪
乱
等
が
確
認
さ

れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
影
響
を
受
け
ず
に
形
成
さ
れ
た
本
公
園
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
公
園
の
生
態
系
の
維
持
又
は
回
復
を
図
る
た
め
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
防
除
や
植
生
の
保
護
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
状
況
等
の
調
査

及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

・
尾
瀬
沼
は
、
利
用
動
線
及
び
利
用
実
態
か
ら
見
て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
今
後
と
も
宿
舎

等
の
利
用
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
維
持
し
、
適
切
な

整
備
方
針
等
を
定
め
る
。

・
山
ノ
鼻
は
、
主
に
鳩
待
峠
か
ら
の
入
山
者
に
と
っ
て
重
要
な
利
用
動
線
で
あ
り
、
宿
舎
等

の
利
用
施
設
が
最
小
限
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
維
持

し
、
適
切
な
整
備
方
針
等
を
定
め
る
。

(イ
)
単
独
施
設

・
利
用
実
態
か
ら
見
て
必
要
で
あ
る
施
設
又
は
現
存
し
公
園
利
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
、
事
業
実
施
の
可
能
性
や
整
備
に
よ
る
風
致
景
観
へ
の
支
障
の
な
い
こ
と
を
確

認
の
上
で
ふ
さ
わ
し
い
種
別
の
計
画
を
位
置
づ
け
る
。
 

・
な
お
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
公
園
計
画
に
お
い
て
位
置
づ
け
が
あ
る
施
設
で
あ
っ

て
も
、
必
要
性
や
事
業
化
の
可
能
性
が
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
回
計
画
で
の
位
置
づ

け
は
行
わ
な
い
。
 

(ウ
)
車
 
道

・
入
山
口
等
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
現
存
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
車
道
を
位
置
づ
け
る
。 

・
な
お
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
公
園
計
画
に
お
い
て
位
置
づ
け
が
あ
る
車
道
で
あ
っ

て
も
、
必
要
性
や
事
業
化
の
可
能
性
が
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
回
計
画
で
の
位
置
づ

け
は
行
わ
な
い
。
 

(エ
)
歩
 
道

・
登
山
道
や
散
策
路
と
し
て
現
存
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
歩
道
を
位
置
づ
け
る
。

・
な
お
、
日
光
国
立
公
園
尾
瀬
地
域
の
公
園
計
画
に
お
い
て
位
置
づ
け
が
あ
る
歩
道
で
あ
っ

て
も
、
必
要
性
や
事
業
化
の
可
能
性
が
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
回
計
画
で
の
位
置
づ

け
は
行
わ
な
い
。
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３
 規

制
計
画
の
変
更
内
容
 

（
１
）

保
護
規
制
計
画
及
び
関
連
事
項

保
護
規
制
計
画
等
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

ア
特
別
地
域

特
別
地
域
の
区
域
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

（
ア
）

第
２
種
特
別
地
域

第
２
種
特
別
地
域
の
区
域
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
４
：
第
２
種
特
別
地
域
変
更
表
）
 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更
理
由
 

面
積
（
ha
）
 

１
 

―
 

凡
例
の
修
正
 

物
見
山
及
び
燕
巣
山

北
西
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、

既
存
区
域
線
の
凡
例
を
変
更
す
る
。

（
現
状
、「

県
界
か
ら

30
0ｍ

界
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
群
馬
県
側
は
県
界

で
は
な
く
国
立
公
園
界
か
ら

30
0
ｍ

と
な
っ
て
い
る
た
め
、「

国
立
公
園
界

か
ら

30
0ｍ

界
」
へ
変
更
す
る
。
) 

―
 

変
更
部
分
面
積
計
 

―
 

変
更
前
第
２
種
特
別
地
域
面
積
 

―
 

変
更
後
第
２
種
特
別
地
域
面
積
 

―
 

国
 

―

公
 

―

私
 

―
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（
イ
）

第
３
種
特
別
地
域

第
３
種
特
別
保
護
地
域
の
区
域
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
５
：
第
３
種
特
別
地
域
変
更
表
）
 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更
理
由
 

面
積
（
ha
）
 

１
 

―
 

凡
例
の
修
正
 

物
見
山
及
び
燕
巣
山

北
西
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、

既
存
区
域
線
の
凡
例
を
変
更
す
る
。

（
現
状
、「

県
界
か
ら

30
0ｍ

界
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
群
馬
県
側
は
県
界

で
は
な
く
国
立
公
園
界
か
ら

30
0
ｍ

と
な
っ
て
い
る
た
め
、「

国
立
公
園
界

か
ら

30
0ｍ

界
」
へ
変
更
す
る
。
) 

―
 

変
更
部
分
面
積
計
 

―
 

変
更
前
第
３
種
特
別
地
域
面
積
 

―
 

変
更
後
第
３
種
特
別
地
域
面
積
 

―
 

国
 

―

公
 

―

私
 

―
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凡例変更位置図

10km 

1 : 200,000 
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※①－②が現行、②－①が変更後。

定義の修正のみであり、線の

位置そのものは変わらない。
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イ
関
連
事
項

（
ア
）

汚
水
又
は
排
水
の
排
出
規
制
区
域

汚
水
又
は
排
水
の
排
出
の
規
制
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。
 

（
表
６
：
汚
水
又
は
排
水
の
排
出
規
制
区
域
変
更
表
）
 

番
号
 

区
分
 

名
称
 

位
置
 

地
域
地
区
 

湖
沼
（
湿
原
）
の
概
要
 

変
更
理
由
 

変
更
面
積
 

（
ha
）
 

変
更
後
面
積
 

（
ha
）
 

１
 

―
 

尾
瀬
沼
 

福
島
県
南
会
津
郡
 

檜
枝
岐
村
及
び
群
 

馬
県
利
根
郡
片
品
 

村
内
 

特
別
保
護
地
区
 

燧
ヶ

岳
の

噴
火

に
よ

っ
て

沼
尻

川
が

堰
き

止
め

ら
れ

て

誕
生

し
た

我
が

国
を

代
表

す

る
山

地
湖

沼
で

、
標

高

1,
66
5m

の
高
地
に
あ
る
。
周

囲
約
９
km
、
水
深
は
最
深
部
で

約
９
m。

 

概
要

の
修

正
及

び
国

土
地

理
院

数
値

に
基

づ
く

面
積

の
修
正
を
行
う
。
 

1 

18
1 

（
18
0)
 

２
 

―
 

尾
瀬
ヶ
原
 

福
島
県
南
会
津
郡
 

檜
枝
岐
村
及
び
群
 

馬
県
利
根
郡
片
品
 

村
内
 

特
別
保
護
地
区
 

我
が

国
を

代
表

す
る

日
本

最
大
の
山
地
湿
原
で
、
標
高
約

1,
40
0m

に
位
置
し
、
東
西
約

６
km
、
南
北
約
２
km

に
及
ぶ
。

豊
富

な
湿

性
植

物
や

池
塘

を

有
す
る
。
 

概
要

の
修

正
及

び
国

土
地

理
院

数
値

に
基

づ
く

面
積

の
修
正
を
行
う
。
 

89
 

84
9 

(7
60
)
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ウ 面積内訳

地域地区別土地所有別及び市町村別面積は次のとおりとなる。

（表８：地域地区別土地所有別面積総括表） 

（単位：面積㏊、比率％） 

地 域 区 分 特別地域 普通地域 

（陸域） 

合計 

（陸域） 

海域公園 

地区 

普通地域 

（海域） 

合計 

（海域） 地 種 区 分 特別保護地区 第1種 第2種 第3種 

土 地 所 有 別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 

福
島
県

土地所有別面積 2,797 0 11 3,939 0 0 9,999 1 312 0 199 0 0 0 0 16,735 200 323 

地種区分面積 

2,808 

（7.5） 

3,939 

（10.6） 

10,312 

（27.7） 

199 

（0.5） 

0 

（0.0） 

17,258 

（46.4） 

地域地区別面積 14,450 

（38.8） 

地域別面積 17,258 

（46.4） 

栃
木
県

土地所有別面積 0 0 0 404 0 0 743 0 0 0 0 0 0 0 0 1,147 0 0 

地種区分面積 

0 

（0.0） 

404 

（1.1） 

743 

（2.0） 

0 

（0.0） 

0 

（0.0） 

1,147 

(3.1) 

地域地区別面積 1,147 

(3.1) 

地域別面積 1,147 

(3.1) 

群
馬
県

土地所有別面積 104 0 6185 0 0 1,869 1,277 0 3,000 0 0 5,226 0 0 0 1,381 0 16,280 

地種区分面積 

6,289 

（16.9） 

1,869 

（5.0） 

4,277 

（11.5） 

5,226 

（14.0） 

0 

（0.0） 

17,661 

（47.4） 

地域地区別面積 11,372 

（30.6） 

地域別面積 17,661 

（47.4） 

新
潟
県

土地所有別面積 322 0 0 0 0 0 834 0 0 0 0 0 0 0 0 1,156 0 0 

地種区分面積 

322 

（0.9） 

0 

（0.0） 

834 

（2.2） 

0 

（0.0） 

0 

（0.0） 

1,156 

（3.1） 

地域地区別面積 834 

（2.2） 

地域別面積 1,156 

（3.1） 

合
計

土地所有別面積 3,223 0 6,196 4,343 0 1,869 12,853 1 3,312 0 199 5,226 0 0 0 20,419 200 16,603 

地種区分面積 

9,419 

（25.3） 

6,212 

（16.7） 

16,166 

（43.4） 

5,425 

（14.6） 

0 

（0.0） 

37,222 

（100.0） 

地域地区別面積 27,803 

（74.7） 

地域別面積 37,222 

（100.0） 
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（表９：地域地区別市町村別面積総括表） 

（単位：面積㏊） 

地域地区 

市町村名 

特別地域 普通地域 

（陸域） 

合 計 

（陸域） 

海域公園 

地区 

普通地区 

（海域） 

合 計 

（海域） 特保 第１種 第２種 第３種 小計 

福島県 南会津郡 檜枝岐村 2,788 

（2,783） 

3,716 

（3,716） 

9,182 

（9,184） 

199 

（184） 

15,885 

（15,867） 

0 

（0） 

15,885 

（15,867） 

南会津町 20 

（20） 

223 

（233） 

1,130 

（1,130） 

0 

（0） 

1,373 

（1,373） 

0 

（0） 

1,373 

（1,373） 

小 計 2,808 

（2,803） 

3,939 

（3,939） 

10,312 

（10,314） 

199 

（184） 

17,258 

（17,240） 

0 

（0） 

17,258 

（17,240） 

栃木県 日光市 0 

（0） 

404 

（404） 

743 

（743） 

0 

（0） 

1,147 

（1,147） 

0 

（0） 

1,147 

（1,147） 

群馬県 利根郡 片品村 6,289 

（6,261） 

1,869 

（1,865） 

4,277 

（4,032） 

5,226 

（5,499） 

17,661 

（17,657） 

0 

（0） 

17,661 

（17,657） 

新潟県 魚沼市 322 

（322） 

0 

（0） 

834 

（834） 

0 

（0） 

1,156 

（1,156） 

0 

（0） 

1,156 

（1,156） 

合 計 9,419 

（9,386） 

6,212 

（6,208） 

16,166 

（15,923） 

5,424 

（5,683） 

37,222 

（37,200） 

0 

（0） 

37,222 

（37,200） 

既存の公園区域の面積は、GISソフトを用いて再計算したものであり、括弧内は変更前の公園計画書に記載された数値である 
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４
 事

業
計
画
の
変
更
内
容
 

（
１
）
施
設
計
画
 

ア
利
用
施
設
計
画

利
用
施
設
計
画
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

（
ア
）

集
団
施
設
地
区

（
表

10
：
集
団
施
設
地
区
表
）
 

番
号
 

名
称
 

区
域
 

計
画
目
標
 

整
備
計
画
区
及
び
基
盤
施
設
 

整
備
方
針
 

面
積
（
㏊
）
 

１
 

御
池
 

福
島

県
南

会
津

郡
檜

枝
岐

村

内
国

有
林

会

津
森

林
管

理

署
南

会
津

支

署
10
62

林
班

の
一
部
  
 

本
地
区
は
、
マ
イ
カ
ー
の
乗
入
れ
が
規

制
さ
れ
て
い
る
県
道
沼
田
・
檜
枝
岐
線
の

基
点
に
位
置
す
る
利
用
拠
点
で
あ
る
。
宿

泊
施
設
で
あ
る
御
池
ロ
ッ
ジ
及
び
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
福
島
県
側
か
ら
の

尾
瀬
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
拠
点
と
し
て
重
要

な
箇
所
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

幅
広
い
利
用
者
層
が
尾
瀬
へ
の
理
解
を
深

め
て
安
全
快
適
に
入
山
で
き
る
よ
う
な
情

報
発
信
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
燧
ケ
岳
や
御
池
田
代
、
ブ
ナ
平
等
に

お
け
る
自
然
探
勝
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
計

画
目

標
と

す

る
。
 

御
池
整
備
計
画
区
 

主
に
福
島
県
側
か
ら
の
入
山
者
に

対
し
、
尾
瀬
の
自
然
を
探
勝
す
る
上

で
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

本
公
園
の
主
要
な
利
用
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
尾
瀬
核

心
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
周
辺
の
優

れ
た
自
然
探
勝
の
た
め
の
滞
在
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
宿
舎
、
休
憩
所
、
園

地
及
び
駐
車
場
等
の
充
実
を
図
る
。
 

31
.3
 

２
 

尾
瀬
沼
 

福
島

県
南

会
津

郡
檜

枝
岐

村

字
燧

ヶ
岳

の

一
部
 

本
地
区
は
、
尾
瀬
沼
の
畔
に
位
置
す
る

利
用
拠
点
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
と
し
て
長

蔵
小
屋
及
び
尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
が
整
備
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園
利
用
者
に
尾
瀬
地

域
の
情
報
を
提
供
す
る
博
物
展
示
施
設
が

整
備
さ
れ
、
本
公
園
の
探
勝
と
と
も
に
一

体
的
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

尾
瀬
沼
整
備
計
画
区
 

主
に
沼
山
峠
及
び
大
清
水
か
ら
の

入
山
者
に
対
し
、
尾
瀬
の
自
然
に
関

す
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

入
山
者
の
滞
在
に
資
す
る
整
備
を
行

う
。
 

本
公
園
の
主
要
な
利
用
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
博
物
展

5.
9 
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こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

本
公
園
を
代
表
す
る
利
用
拠
点
と
し
て
必

要
な
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
尾
瀬

沼
の
静
け
さ
を
活
か
し
た
上
質
な
環
境
を

創
出
し
、
快
適
な
滞
在
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

利
用
者
が
静
か
に
尾
瀬
の
一
級
の
自
然
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
る
こ

と
を
計
画
目
標
と
す
る
。
 

示
施
設
を
整
備
し
、
情
報
発
信
及
び

自
然

体
験

の
充

実
を

図
る

と
と

も

に
、
優
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
の
快

適
な
滞
在
利
用
を
提
供
す
る
た
め
の

宿
舎
、
野
営
場
、
休
憩
所
、
園
地
（
広

場
、
園
路
等
）
の
充
実
を
図
る
。
 

排
水
施
設
 

本
地
区
内
の
合
併
処
理
式
浄
化
槽

の
処
理
水
を
、
周
辺
の
自
然
環
境
に

負
荷
を
か
け
ず
に
公
園
外
に
排
水
す

る
た
め
、
汚
泥
処
理
装
置
及
び
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
等
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
 

処
理
水
が
国
立
公
園
内
に
漏
れ
な

い
よ
う
、
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
。 

３
 

山
ノ
鼻
 

群
馬
県
利
根
郡
 

片
品
村
大
字

戸
倉
の
一
部
 

本
地
区
は
、
尾
瀬
ヶ
原
の
西
側
に
位
置

す
る
利
用
拠
点
で
あ
る
。
尾
瀬
に
お
い
て

入
山
者
を
最
も
多
く
迎
え
る
鳩
待
峠
か
ら

尾
瀬
ヶ
原
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の
重
要
な

拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
園
利
用
者
に

尾
瀬
地
域
の
情
報
を
提
供
す
る
博
物
展
示

施
設
、
宿
舎
及
び
野
営
場
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
周
辺
に
は
興
味
地
点
と
し
て

尾
瀬
植
物
研
究
見
本
園
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
 

こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

本
公
園
を
代
表
す
る
利
用
拠
点
と
し
て
、

多
様
な
利
用
者
層
が
快
適
・
安
全
に
滞
在

で
き
る
空
間
の
創
出
や
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
、
利
用
者
が
尾
瀬
の
一
級
の
自
然

山
ノ
鼻
整
備
計
画
区
 

主
に
鳩
待
峠
か
ら
尾
瀬
ヶ
原
及
び

至
仏
山
方
面
へ
の
入
山
者
に
対
し
、

尾
瀬
の
自
然
に
関
す
る
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
入
山
者
の

滞
在
に
資
す
る
整
備
を
行
う
。
 

本
公
園
の
主
要
な
利
用
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
優
れ
た

自
然
の
中
で
快
適
・
安
全
に
滞
在
で

き
る
よ
う
、
博
物
展
示
施
設
を
整
備

し
、
情
報
発
信
及
び
自
然
体
験
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
宿
舎
、
野
営

場
、
休
憩
所
、
園
地
（
広
場
、
園
路
等
）

の
充
実
を
図
る
。
 

4.
9 
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を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
る

こ
と
を
計
画
目
標
と
す
る
。
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（
イ
）

単
独
施
設

次
の
単
独
施
設
を
削
除
す
る
。
 

（
表

11
：
単
独
施
設
削
除
表
）
 

番
号
 

種
 

類
 

位
 

置
 

告
示
年
月
日
 

理
 

由
 

４
 

園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
下
ノ
原
）
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

今
後
の
整
備
の
見
込
み
が
な
く
、
公
園
利
用
上

の
必
要
性
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
削
除
す
る
。
 

５
 

宿
舎
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
渋
沢
温
泉
）
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

今
後
の
整
備
の
見
込
み
が
な
く
、
公
園
利
用
上

の
必
要
性
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
削
除
す
る
。
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（ウ） 道路

次の歩道を次のとおり変更する。 

（表12：道路（歩道）変更表） 

現行 新規 
理由 

番号 路線名 区間 主要経過地 告示年月日 番号 路線名 区間 主要経過地 整備方針 

３ 会津駒ヶ岳登山線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（下

ノ原・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（中

門岳山頂） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（竜

ノ門の滝） 

会津駒ヶ岳 平19.8.30告示 3 会津駒ヶ岳登山線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（下

ノ原・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（中

門岳山頂） 

会津駒ヶ岳 檜枝岐から会津

駒ヶ岳を経て、中門

岳に至る登山道と

して整備する。 

今後の整備の見込みがな

く、公園利用上の必要性も乏

しいことから、一部区間を削

除する。 

６ 小沢平裏燧線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（小

沢平・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（兎

田代・歩道合流点） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（天

神田代・歩道合流点） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（渋

沢大滝） 

渋沢温泉 平19.8.30告示 6 小沢平裏燧線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（小

沢平・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（兎

田代・歩道合流点） 

渋沢温泉 魚沼市側から渋

沢温泉を経て尾瀬

ヶ原に至る登山道

として整備する。 

今後の整備の見込みがな

く、公園利用上の必要性も乏

しいことから、一部区間を削

除する。 
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|＿利用施設計画変更位置図I
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I利用施設計画変更図 1|
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I利用施設計画変更図2|
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